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市民部産業振興課

資料５



目標１

武蔵野市の魅力
や価値を高める
産業振興

第三期武蔵野市産業振興計画の位置づけ

第二期武蔵野市産業振興計画の目標
⇒ 進捗管理の状況を報告し、計画策定のなかで評価・点検を行う

目標２

地域生活を支え
合う産業振興

目標３

都市の活力を担
う産業振興

目標４

情報化や国際化
に対応した産業
振興

目標５

武蔵野市内で働
く多様な人材に
よる産業振興

第二期武蔵野市産業振興計画策定後の注目すべき大きな変化

変化１

事業継続への
備え

コロナ起因

変化４

商店会をとり
まく環境変化

コロナ起因

変化２

テレワーク等
の新たな働き
方の定着

コロナ起因

変化３

観光推進のあ
り方の大転換

コロナ起因

変化５

他計画・連携
長期計画（R５の
調整計画含む）
都市マスタープ
ランなど

⇒ 第二期武蔵野市産業振興計画を踏襲し、既存の評価・点検と世の中の変化に対応し、基本
理念をさらに実現させるためにより具体的な計画としたい

第二期武蔵野市産業振興計画の基本理念

”まちの魅力”を高め、”豊かな暮らし”を支える産業の振興

SDGs（背景） ← 武蔵野市行政評価制度（案）に沿って



産業振興課にて第三期産業振興計画の方向性を議論を実施

４回にわたり課内
会議を実施。写真
は10月25日のブレ
インストーミング
のまとめ

産業振興・ま
ちづくりを融
合させていく
イメージを確
認

point

(1) 計画の推進者は市であるが、事業者・一般消費者（市民を含む）の連携が必須
(2) 事業者が市に求めるもの＝補助金、ビジネスマッチング、融資、積極的な情報開示
(3) 一般消費者が市に求めるものは何か

⇒ 「女性」「シニア」「子ども」「生活都市」という切り口もあっても良い



審議会
条例で位置付けた附属機関。
市長から諮問を受け産業振
興計画策定の答申をする。
具体的には専門部会の計画
案を審議・承認する。
事務局は市が直営で実施

専門部会

学識経験者、公募市民
及び商業、観光、金融
機関等の武蔵野市市内
の第一線で活躍するメ
ンバーの会議体。
計画案を策定し、審議
会に報告する役割。
事務局は業務委託事業
者が実施。

パブリックコ
メント

素案を公表し、
市民かりの幅広
い意見を求める。
あわせて、産業
振興計画の改定
の取組を幅広く
知ってもらう。

庁内調整会議

庁内関係部署で
組織された会議
体。
策定の過程であ
がってくる様々
なテーマと行政
施策の整合を図
る。

テーマごとのワークショップや講演会等

策定の過程であがってくる重点テーマを深堀りするために実施。以下に列挙
しているテーマは現時点で想定する案。基礎調査の結果を更に深掘りしたい
場合や、専門家意見、市民意見、学生意見等を集めたり確認するために実施。
オンライン開催も視野。

事業承継 消費者ニーズ
マイクロ
ツーリズム

産福連携

策定
委員会

パブコメ

庁内推進本部

庁内推進本部策定
委員会

前回 策定体制策定体制

point
・今回は前回の骨子を踏襲し、
個別のテーマを深掘りした具
体的な計画を策定したいので、
２階建ての構造とした。

・前回は調査を審議会立ち上げ
前に市が実施したが、今回は
調査をより計画に反映させる
ことを目的に、調査内容を審
議会・専門部会でも検討する
こととし、策定を２カ年で行
う。

・具体的な計画とすることで、
進捗管理もしやすくなる。

・前回策定時は各団体の長等で審
議会を組織し、策定委員会で課
題の洗い出しから全てを実施し
計画の骨子を作成した。

２カ年

１カ年
※調査は前年に実施

テーマ決定 提案や意見等

項目は例示



策定スケジュール 令和４年度（調査年度）

４

５

６

７

８

９

10

11

12

１

２

３

審議会 専門部会 庁内調整会議

7/8 第１回 審議会
○策定主旨・進め方確認
○専門部会員の市民公募

9/30 第１回専門部会
○計画策定について
○第二期産業振興計画の
評価

第１回 庁内調整会議
（資料送付）

備考

11/25 第２回専門部会
○社会情勢や地域特性の
整理

○市独自の課題検討

基礎的な調査開始

追加調査の要望を受け、
次年度のWS・講演会の準
備を行う

R5 2/17 第３回専門部会
○策定の方向性を定め、
次年度審議会への
報告内容を決定

○重点課題を整理し、追
加調査を選定

市民・事業者アンケート
結果の報告

武蔵野市産業振興条例の一部改正により、
審議会及び専門部会を附属機関に位置付け

ヒアリング調査

文献調査・統計データの
整理

随時報告



策定スケジュール 令和５年度（策定年度）

４

５

６

７

８

９

10

11

12

１

２

３

審議会 専門部会 WS・講演会
（追加調査）

庁内調整会議

第２回審議会
○令和４年度の経過
報告

○策定の方向性の意
見聴取

第４回専門部会
○計画案骨子
○重点項目につい
て市・市民・事
業者の役割をブ
レイクダウン

第２回 庁内調整
会議（資料送付と
意見聴取）

備考

第５回専門部会
○計画案骨子
○施策体系・施策
の検討

第６回専門部会
○計画素案

専門部会からの重点
テーマ設定により、
WSや講演会を適宜
開催

審議会及び専門部会
の委員には声をかけ、
適宜参加してもらう
こととする。
（報酬対象外）講師
の場合は謝礼あり。

調整計画との連動

市議会第３回定例会
行政報告

第３回審議会
○計画素案

第三期産業振興計画 素案

パブリックコメント

第４回審議会
○計画案答申

第三期産業振興計画 公表

第７回専門部会
○計画案

第３回 庁内調整
会議

第４回 庁内調整
会議

調整計画との連動

ポスティング

追加調査（WS・講
演会）の実施

報告



会役職 所属・役職 氏名 備考

会長 関東学院大学 経営学部教授 福田 敦 学識

副会長 成蹊大学 経済学部教授 小田 宏信 学識

委員 武蔵野商工会議所 会頭 髙橋 勇 商業

委員 武蔵野市商店会連合会 副会長 坂井 健司 商業

委員 武蔵野市農業委員会 会長 榎本 一宏 農業

委員 株式会社スタジオ４℃ 田中 栄子 コンテンツ

委員 武蔵野市 市民部長 田川 良太 市職員

【審議会】

【テーマごとのワークショップや講演会等イメージ】

パターン１ 専門家へのヒアリングや意見聴取

パターン２ 専門家による講演会。パターン１と同様に専門家の意見をもらうことと、講演会参加者からの質疑やア
ンケートを受けることで、市民意見を集めることを想定。

パターン３ ワークショップ。市民や事業者、学生等の意見を集めることを想定。

（敬称略）


